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書
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は
し
が
き

　
「
市
河
文
書
」
は
北
信
濃
の
志
久
見
郷
（
今
日
の
下
水
内
郡
栄
村
か
ら
下
高

井
郡
野
沢
温
泉
村
に
か
け
て
の
地
に
比
定
さ
れ
る
）
に
本
拠
を
置
い
た
武
士
、

市
河
氏
に
伝
来
し
た
平
安
末
期
か
ら
戦
国
期
に
至
る
中
野
・
市
河
両
氏
に
関
わ

る
文
書
で
あ
る
。
市
河
氏
は
武
田
氏
滅
亡
後
に
上
杉
景
勝
に
属
し
た
た
め
、
の

ち
そ
の
国
替
え
に
従
っ
て
叢
濃
を
去
り
、
出
羽
米
沢
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
明

治
維
新
後
は
「
市
河
文
書
」
の
大
部
分
は
子
孫
の
手
を
離
れ
、
山
形
県
酒
田
市

の
本
間
美
術
館
の
所
蔵
に
帰
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
数
は
約
一
五
〇

通
に
の
ぼ
り
、
一
謁
し
て
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　
中
野
氏
お
よ
び
市
河
氏
は
終
始
、
辺
境
の
～
小
領
主
の
地
位
に
甘
ん
じ
た
が
、

文
書
の
内
容
は
単
に
地
方
武
士
の
動
向
を
示
す
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
世
に

お
け
る
女
性
の
所
領
相
続
や
訴
訟
手
続
の
実
態
、
あ
る
い
は
南
北
朝
期
の
軍
事

関
係
文
書
の
様
式
・
形
態
を
知
る
上
で
の
好
箇
の
史
料
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も

注
目
さ
れ
て
は
ぎ
た
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
群
の
内
容
的
特
徴
は
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
木
曽
義
仲
や
阿
野
全
成
と
い
っ
た
他
に
類
例
の
な
い
発
給
者
の
下
文
、

比
企
氏
事
件
の
裏
面
史
を
語
る
も
の
、
い
わ
ゆ
る
“
日
付
の
な
い
訴
陳
状
”
の

例
、
春
近
領
と
い
う
数
ケ
国
に
ま
た
が
る
大
所
領
に
関
わ
る
も
の
、
あ
る
い
は

中
先
代
の
乱
の
戦
況
が
伝
わ
っ
て
く
る
文
書
等
々
…
…
、
お
よ
そ
中
世
の
政
治

史
・
経
済
史
・
社
会
史
等
の
研
究
を
行
な
う
者
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
に
興
味
尽

き
な
い
、
そ
し
て
実
に
多
彩
な
問
題
点
や
テ
…
マ
を
包
摂
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
必
ら
ず
し
も
十
分
に
利
用
さ
れ
て
き
た

と
は
言
い
が
た
い
の
は
、
若
干
の
偽
文
書
や
疑
義
を
有
す
る
文
書
が
含
ま
れ
て

い
る
と
み
な
さ
れ
て
、
十
全
な
検
討
を
経
る
こ
と
な
く
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
と
い
う
事
情
に
も
一
因
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
本
稿
は
、
本
文
書
が
今
後

幅
広
く
活
用
さ
れ
、
か
つ
地
域
に
住
む
人
々
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
に
な
る

こ
と
を
願
い
、
そ
の
た
め
の
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
一
通
一
通
の
内
容
を
検
討

し
つ
つ
、
釈
文
お
よ
び
語
釈
を
施
す
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
文
書
は
つ
と
に
『
信
濃
史
料
』
や
『
縮
信
濃
史
料
叢
書
』
を
は
じ
め
、
関

係
す
る
郡
誌
・
市
町
村
誌
等
に
翻
刻
さ
れ
て
は
い
る
が
、
本
稿
を
草
す
る
に
あ

た
り
、
あ
ら
た
め
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
る
原
本
写
真
に
依
拠

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
写
真
の
利
用
に
関
し
て
は
、
元
同
所
所
員
で
現
早
稲

田
大
学
教
授
の
瀬
野
精
一
郎
氏
の
お
手
を
煩
わ
す
と
共
に
、
原
本
所
蔵
者
で
あ

る
本
間
美
術
館
の
佐
藤
三
塁
館
長
の
許
可
を
得
た
。
両
氏
の
御
好
音
心
に
厚
く
感

謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
作
業
は
信
州
大
学
教
育
学
部
の
日
本
史
学
演
習
で
、
数
年
間
続

け
て
い
る
講
読
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
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ω
　
某
下
文

（
端
獲
書
）

「
こ
れ
ハ
へ
い
け
の
禦
文
も
ん
茜
ま
い
（
花
押
）
」

下
　
　
中
野
郷
公
文
定
使
所

　
定
二
遣
西
條
下
司
職
一
事

　
　
侍
　
　
助
弘

右
以
レ
人
、
可
レ
令
レ
執
酬
行
彼
郷
中
一
三
、

下　
（
＝
七
〇
）

　
　
嘉
鷹
一
　
年
二
月
七
日

（
花
押
）

所
レ
仰
如
レ
件
、
敢
不
レ
可
同
定
失
ハ
以

〈
釈
文
〉

下
す
　
中
野
甘
辛
文
定
使
の
所

　
定
め
遺
す
西
条
下
司
職
の
事

右
の
人
を
以
っ
て
、
彼
の
郷
里
を
執
行
せ
し
む
べ
き
の
状
、

し
、
敢
え
て
違
失
す
べ
か
ら
ざ
れ
、
以
っ
て
下
す

　
　
嘉
応
二
年
二
月
七
竃

（
花
押
）

超
す
る
所
件
の
如

〈
語
註
V

中
野
郷
　
信
濃
国
高
井
郡
の
う
ち
、
千
曲
川
の
支
流
、
夜
間
瀬
（
夜
交
）
川
扇

　
状
地
の
末
端
に
発
達
し
た
郷
。
現
在
の
長
野
県
中
野
市
内
。
『
和
名
類
聚
鋤
』

　
に
所
見
さ
れ
な
い
（
ち
な
み
に
叢
書
流
布
本
に
は
、
高
井
郡
内
の
郷
と
し
て

　
穂
科
・
小
内
・
扇
合
・
日
野
・
神
戸
の
五
郷
が
記
載
さ
れ
る
）
、
い
わ
ゆ
る

　
「
中
世
漉
酌
し
の
一
つ
で
あ
る
。
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
二

　
月
廿
　
日
条
に
、
尾
藤
太
知
宣
が
先
祖
藤
原
秀
郷
か
ら
代
々
伝
領
し
て
い
た

　
「
信
濃
国
中
野
御
牧
」
を
紀
伊
国
田
中
・
池
田
両
荘
と
共
に
、
源
頼
朝
に
安

　
堵
を
願
い
出
て
い
る
記
事
が
あ
る
が
、
中
野
牧
は
同
書
文
治
二
年
三
月
十
二

　
日
条
所
引
の
関
東
御
知
行
国
々
内
乃
貢
未
済
幽
々
注
文
に
所
載
さ
れ
る
左
馬

　
寮
領
信
濃
二
十
八
牧
の
う
ち
に
見
え
な
い
の
で
、
平
安
後
期
ま
で
に
牧
と
し

　
て
の
実
態
を
失
い
、
か
わ
っ
て
そ
の
中
か
ら
開
発
が
進
め
ら
れ
、
郷
と
し
て

　
発
展
し
て
き
た
の
が
当
郷
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

西
条
　
　
「
西
条
」
の
地
名
は
中
野
市
の
南
部
に
大
字
と
し
て
現
存
。
「
東
条
」

　
も
当
然
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
市
河
文
書
の
中
に
は
所
見
さ
れ
ず
、
地
名

　
と
し
て
残
存
し
て
い
な
い
。
「
条
」
は
荘
園
・
公
領
の
所
領
単
位
も
し
く
は

　
行
政
単
位
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
は
開
発
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
平
安
後
期

　
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
、
こ
の
文
書
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
「
条
」
地
名

　
は
長
野
県
内
（
と
く
に
北
信
）
に
は
数
多
く
知
ら
れ
、
例
え
ば
東
条
・
西
条

　
は
か
っ
て
の
水
内
郡
若
槻
荘
（
現
長
野
市
若
槻
）
・
埴
科
郡
英
田
荘
（
現
長

　
野
市
松
代
）
・
筑
摩
郡
塩
尻
郷
（
現
塩
尻
市
）
な
ど
の
故
地
に
、
ま
た
水
内

　
郡
常
岩
牧
（
現
飯
山
市
常
郷
）
の
故
地
に
南
条
・
北
条
、
埴
科
郡
坂
城
郷

　
（
現
坂
城
町
）
の
故
地
に
南
条
・
中
条
な
ど
の
地
名
が
現
存
し
て
い
る
。

公
文
　
く
も
ん
。
律
令
制
下
で
は
公
文
書
の
総
称
。
次
第
に
「
公
文
書
」
を
扱

　
う
者
へ
の
意
に
転
化
し
、
さ
ら
に
荘
園
・
公
領
の
現
地
役
職
名
の
一
つ
と
し

　
て
定
着
。
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。

定
使
　
訓
み
方
は
『
易
者
節
用
集
』
な
ど
に
よ
れ
ぽ
「
じ
ょ
う
つ
か
い
」
。
荘

　
園
・
公
領
内
の
下
級
役
人
の
一
つ
で
、
主
と
し
て
在
京
領
主
と
現
地
と
の
間

　
の
伝
達
・
連
絡
や
年
貢
の
微
収
な
ど
を
任
務
と
し
た
ら
し
い
。

下
司
　
げ
し
。
荘
園
の
現
地
で
荘
務
を
統
轄
す
る
荘
官
。
開
発
領
主
や
地
主
が
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所
領
を
中
央
権
門
に
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
か
ら
任
じ
ら
れ
る
の

　
が
ふ
つ
う
だ
が
、
中
野
郷
の
場
合
の
よ
う
に
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も

　
あ
っ
た
。
在
地
領
主
の
代
表
的
存
在
で
、
平
安
後
期
に
は
ほ
と
ん
ど
武
士
化

　
し
て
お
り
、
鎌
倉
幕
府
成
立
後
に
地
頭
・
御
家
人
と
な
っ
た
も
の
の
大
部
分

　
は
こ
の
階
層
に
属
す
る
。
な
お
、
中
野
郷
は
一
応
公
領
で
あ
る
か
ら
「
郷

　
司
」
と
呼
ば
れ
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
下
司
」
と
な
っ
て
い
る
の
は

　
同
郷
が
事
実
上
、
中
央
権
力
者
の
私
領
と
化
し
て
い
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な

　
い
だ
ろ
う
。

縛
　
「
さ
ぶ
ら
ふ
」
（
候
ふ
・
侍
ふ
）
の
連
用
形
「
さ
ぶ
ら
ひ
」
が
語
源
で
当

　
初
は
宿
直
・
近
習
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
が
、
平
安
初
期
頃
か
ら
凡
下

　
（
郎
等
・
雑
人
・
下
人
・
所
従
な
ど
の
総
称
）
に
対
応
す
る
一
つ
の
社
会
的

　
身
分
（
い
わ
ゆ
る
武
士
）
を
示
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
属
性
と
し
て
、
犯
罪
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
た
時
に
拷
問
を
免
が
れ
る
な

　
ど
の
「
有
筥
位
者
」
と
局
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
た
点
や
、
所
領
を
知
行
す

　
る
資
格
を
有
し
名
字
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
た
点
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
田
中
稔
「
侍
・
凡
下
考
扁
（
『
史
林
』
五
九
ノ
四
）
参
照
。

助
弘
　
藤
原
助
弘
。
こ
の
人
物
の
出
自
に
つ
い
て
は
三
号
文
書
の
語
註
を
参
照
。

違
失
　
失
敗
、
過
失
。
「
不
レ
可
一
違
失
こ
は
こ
こ
で
は
「
ぬ
か
り
な
く
下
司
と

　
し
て
の
職
務
に
励
み
な
さ
い
」
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
。

〈
補
註
〉

花
押
の
主
　
本
文
書
の
花
押
の
主
、
も
し
く
は
差
出
人
の
実
名
は
不
明
。
嘉
応

　
二
年
（
＝
七
〇
）
当
時
は
高
倉
天
皇
の
治
政
下
で
、
平
氏
の
全
盛
期
で
あ

　
つ
た
か
ら
、
端
裏
書
に
「
こ
れ
ハ
へ
い
け
の
御
下
文
」
と
す
る
の
も
も
っ
と

も
だ
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
平
家
　
門
の
中
に
こ
の
花
押
の
主
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。
中
野
郷
が
公
領
で
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ぽ
、
や
は
り
任
命
者
は
国

司
な
い
し
は
知
行
国
主
と
す
べ
き
か
。
当
時
の
信
濃
国
の
知
行
国
主
は
藤
原

忠
雅
、
信
濃
守
は
藤
原
隆
雅
で
あ
る
（
飯
田
悠
紀
子
「
知
行
国
主
・
團
司
　

覧
」
『
中
世
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
）

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
三
三
～
四
頁
、

　
『
平
安
遺
文
』
三
五
三
一
号

　
　
②
　
木
曽
義
仲
下
文

（
端
襲
欝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
野
能
戚
力
）

「
こ
れ
ハ
き
そ
と
？
響
文
　
（
花
押
）
」

下
　
　
寒
国
所
知
等

　
選
管
早
如
レ
蕾
令
二
安
堵
｝
事

象
、
件
所
、
如
レ
元
可
レ
雄
篇
沙
汰
一
之
状
、

　
（
一
一
八
○
）

　
　
治
承
四
年
十
一
月
十
三
日

　
（
木
曽
義
仲
）

源
（
花
押
）

（
付
箋
）
「
享
と
の
齪
麸
羅
ん
」

『
旛
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
三
頁
、

如
レ
件

〈
釈
文
〉

下
す
　
資
弘
の
所
知
等

　
早
く
旧
の
如
く
安
堵
せ
し
む
べ
き
の
事

右
、
件
の
所
、
元
の
如
く
沙
汰
致
す
べ
き
の
状
、

ハ
一
一
八
○
）

　
治
承
四
年
十
一
月
十
三
日

件
の
如
し

薫
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〈
語
註
〉

資
弘
　
助
弘
に
同
じ
。

安
堵
　
あ
ん
ど
。
従
来
か
ら
有
す
る
所
有
権
・
知
行
権
・
領
有
権
な
ど
を
確
認
、

　
あ
る
い
は
承
認
す
る
こ
と
。
鎌
倉
時
代
に
は
幕
府
の
御
家
人
に
与
え
る
御
恩

　
と
し
て
行
な
わ
れ
、
封
建
的
主
従
関
係
を
形
成
す
る
主
要
な
契
機
と
な
っ
た
。

　
本
文
書
に
よ
り
、
木
曽
義
仲
に
そ
の
先
駆
形
態
の
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

所
知
　
　
「
所
知
」
で
「
所
領
」
と
同
義
だ
が
、
宛
所
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
は

　
稀
。
実
際
に
は
所
領
内
の
住
人
を
指
称
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、

　
『
信
濃
史
料
』
や
『
聯
信
濃
史
料
叢
書
』
で
は
「
所
知
等
」
を
「
所
輩
偏
と

　
読
ん
で
い
る
が
従
い
が
た
い
。

囁
垂

タ ｝

　
　
奪
擁
ξ
　
唾
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋

ド
　
嚢
　
嘆
ぜ

　
　
　
観
♂
轟
鑑
｝

　
岬　
一
軽
　
　
薮
　
鼠
一
達
蜜

舜
鵡
一

触

写真（A）治承四年十一月十三臼木曽義仲下文

（市河文書　山形県本問美術館所蔵）

源
（
花
押
）
　
写
真
㈹
参
照
。
中

　
野
能
成
（
後
出
）
の
花
押
の
あ

　
る
端
裏
書
に
「
き
そ
と
の
〉
御

　
は
ん
」
と
見
え
る
が
、
木
瞥
義

　
仲
の
花
押
を
有
す
る
確
実
な
文

　
書
は
他
に
一
通
も
現
存
し
な
い

　
た
め
、
確
認
す
る
す
べ
が
な
い
。

　
し
か
し
、
義
仲
は
治
承
四
年

　
（
一
一
八
○
）
九
月
に
信
濃
で

　
挙
兵
し
た
あ
と
、
十
一
月
に
は

　
上
野
に
攻
め
入
る
ほ
ど
の
勢
い

　
を
示
し
て
い
る
の
で
、
中
野
郷

西
条
の
領
主
助
弘
が
義
仲
に
所
領
安
堵
を
願
い
出
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た

と
し
て
も
（
も
っ
と
も
、
助
弘
が
義
仲
軍
に
従
軍
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ

が
）
、
矛
盾
は
し
な
い
。
な
お
、
補
註
参
照
。

〈
補
註
〉

木
曽
義
仲
の
発
給
文
書
　
木
曽
義
仲
が
信
濃
「
円
を
支
配
下
に
置
き
、
さ
ら
に

　
北
陸
道
諸
国
に
進
出
す
る
過
程
で
、
在
地
領
主
層
の
求
め
に
応
じ
て
安
堵
の

　
下
文
な
ど
を
多
数
発
給
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
事

　
例
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
⑦
蓬
左
文
庫
所
蔵
金
沢
文
庫
本
斉
需
要
術
巻
十
裏
文
書
の
文
永
八
年
（
一

　
二
七
一
）
五
月
日
笠
原
信
親
所
帯
経
文
目
録
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
〇
八
三
六

　
号
）
に
「
木
曾
殿
御
下
文
　
治
承
五
年
四
月
十
五
日
」
と
あ
る
。

　
　
⑦
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
文
書
の
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
三
月
一
日
関
東
下

　
知
状
（
『
鎌
倉
遺
文
』
八
七
七
五
号
）
は
、
円
宗
寺
領
越
中
国
石
黒
荘
弘
瀬

　
郷
を
め
ぐ
る
墨
壷
幸
円
と
地
頭
藤
原
定
朝
ら
と
の
相
論
を
裁
許
し
た
も
の
だ

　
が
、
こ
の
中
に
「
如
二
定
朝
等
所
進
留
守
所
治
承
五
年
八
月
・
木
曾
左
馬
頭

　
同
六
年
二
月
下
文
一
者
、
以
二
面
直
輔
可
レ
為
一
一
弘
瀬
村
下
司
職
一
云
云
」
と
見
え

　
る
。

　
　
◎
高
山
寺
文
書
の
元
暦
元
年
（
＝
八
四
）
四
月
日
後
白
河
総
懸
下
文
案

　
（
『
平
安
遺
文
』
鰯
一
六
六
号
）
は
、
蓮
華
王
院
領
但
馬
国
温
泉
荘
荘
官
ら

　
に
地
頭
職
を
停
廃
し
、
そ
の
身
を
追
曝
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
も
の
だ
が
、

　
そ
の
中
に
「
停
二
止
季
物
狼
籍
ハ
可
レ
糺
二
返
上
件
物
等
欝
欝
、
盤
レ
被
レ
成
二

　
下
寺
家
井
義
仲
下
文
の
季
広
一
切
不
レ
承
二
引
之
一
…
…
」
と
見
え
る
。

　
　
な
お
、
近
年
、
石
川
県
立
図
書
館
架
蔵
の
『
雑
録
追
加
』
（
加
賀
前
田
家

四
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写真（B）治承五年十～月二十四日木曽義伸下文写

（『雑録追加』周回　石川県立図書館所蔵）

に
仕
え
た
軍
学
者
有
沢
永
貞
の

編
、
尊
経
閣
文
庫
宝
蔵
）
巻
七

に
木
曽
義
仲
下
文
の
写
し
が
見

出
さ
れ
、
東
四
柳
史
明
氏
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た
（
「
木
曽
義

仲
と
能
登
武
士
一

二
＋
四
訓
義
紳
下
文
の
検
討
…
」
『
加
能

い
る
と
い
う
、
や
や
特
異
な
筆
写
の
形
態
に
な
っ
て
い
る
が

照
）
、
復
元
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
下
　
藤
原
章
典

　
　
　
敵
中
早
令
う
知
二
行
所
々
地
頭
職
一
事

　
　
　
　
得
田
保
　
大
町
保
　
汐
田
保

　
　
　
　
神
代
社
　
二
上
四
ケ
所

　
　
右
人
、
可
レ
為
二
件
職
｝
之
状
、
所
レ
仰
如
レ
件
、
住
人
宜
二
承
知
ハ
勿
二
違

　
　
失
い
眼
下

　
　
　
治
承
五
年
十
一
月
廿
四
日

　
　
源
（
花
押
影
）

　
藤
原
章
通
は
能
登
国
羽
咋
郡
得
田
保
の
開
発
領
主
で
、
得
田
氏
の
祖
と
さ

地
域
史
熱
一
〇
号
。
ま
た
、
同

氏
著
『
半
島
国
の
中
世
史
』
第

一
章
に
こ
の
文
書
に
つ
い
て
の

言
及
が
あ
る
）
。
こ
の
文
書
は

花
押
影
が
冊
子
の
折
り
目
の
部

分
に
別
紙
で
貼
り
付
け
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
（
写
真
㈹
参

れ
る
入
物
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
つ
い
て
東
四
柳
氏
は
、
書
札
様
の
上
か
ら

と
く
に
問
題
が
な
い
こ
と
、
花
押
影
が
市
河
文
書
の
も
の
に
酷
似
し
て
い
る

こ
と
、
義
仲
が
家
人
組
織
化
の
過
程
で
与
党
の
武
士
を
地
頭
職
に
補
任
し
て

い
た
と
み
ら
れ
る
事
例
が
他
に
あ
る
こ
と
（
前
掲
⑤
の
史
料
や
、
仁
和
寺
文

書
寿
永
二
年
九
月
廿
七
日
後
白
河
院
庁
下
文
案
所
見
の
越
前
国
河
和
田
荘
の

検
非
違
使
友
実
の
事
例
）
な
ど
の
点
か
ら
、
こ
の
文
書
は
内
容
的
に
は
信
頼

に
足
る
も
の
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
義
仲
は
岡
年
七
月
の
横
田
河
原
合
戦
で

勝
利
を
お
さ
め
た
あ
と
、
北
陸
道
に
進
出
し
、
九
月
に
は
平
通
盛
を
越
前
で

敗
退
さ
せ
て
い
る
か
ら
、
十
一
月
の
時
点
で
は
北
陸
道
全
域
が
ほ
ぼ
義
仲
軍

の
制
圧
下
に
入
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
時
期
的
に
も
問
題
が
な
い
か
に
み

え
る
。
し
か
し
、
書
札
様
の
点
で
は
ど
う
か
。
書
き
止
め
文
雷
な
ど
は
確
か

に
整
っ
て
い
る
が
、
地
頭
職
の
よ
う
な
所
職
を
補
任
す
る
場
合
に
は
、
宛
所

は
荘
画
名
も
し
く
は
そ
の
住
人
と
さ
れ
る
の
が
通
例
（
五
号
文
書
の
註
を
参

照
）
で
、
当
事
者
に
密
接
下
さ
れ
る
形
式
を
と
っ
た
も
の
は
、
こ
の
前
後
の

時
期
に
は
ほ
と
ん
ど
例
が
な
い
（
管
見
で
は
、
小
山
朝
政
に
宛
て
た
久
米
春

男
氏
所
蔵
文
書
建
久
三
年
九
月
十
二
日
源
頼
朝
下
文
の
よ
う
な
、
特
異
な
事

例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
）
。
そ
も
そ
も
、
四
ケ
所
も
の
荘
司
の
地
頭
職
を
一

括
し
て
補
任
す
る
と
い
う
の
も
極
め
て
特
異
な
形
式
だ
ろ
う
。
得
田
章
通
が

義
仲
か
ら
所
領
安
堵
を
受
け
た
事
実
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
文
書
自
体

は
鎌
倉
時
代
以
降
、
何
ら
か
の
意
図
の
も
と
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
中
世
の
得
田
氏
の
所
領
が
得
田
保
の
み
で
あ
っ
た

ら
し
い
こ
と
は
、
そ
の
辺
の
事
情
を
推
察
す
る
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
影
写
さ
れ
た
花
押
が
市
河
文
書
の
本
号
文
書



165牛山：「市河文書」註釈稿

の
そ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
（
た
だ
し
、
縦
の
線
が
一
本
多
い
と
い
う
致
命
的

な
差
違
が
あ
る
が
）
事
実
は
、
こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
当
時
、
義
仲
の
発

給
文
書
が
他
に
も
実
見
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
点
で
、

興
味
深
い
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
市
河
文
書
中
の
本
号
文
書
の
花
押
が
、

ま
さ
し
く
木
曽
義
仲
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
雷
え
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
六
五
～
六
頁
、
繍
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
三
頁
、

　
『
平
安
遺
文
』
三
九
三
七
号

　
　
　
偶
阿
野
激
成
下
文

（
付
鍵
）
　
　
　
　
　
　
二
つ
う

「
あ
腿
昂
金
箭
幽
読
」

（
端
蔓
欝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
野
能
成
）

「
．
、
れ
．
あ
く
せ
ん
し
殿
の
雫
文
（
花
押
）
」

下
　
　
中
野
郷
内
西
条

　
定
滞
造
下
司
職
｝
事

　
　
藤
原
助
弘

　
（
マ
マ
）

右
人
以
、
為
二
下
司
軍
職
門
島
レ
令
レ
執
二
行
郷
内
雑
事
｝
之
状
如
レ
件
、

鎌
倉
殿
之
御
下
文
、
敢
不
レ
可
二
本
失
ハ
故
下

　
　
（
｝
一
八
三
）

　
　
翠
雨
一
一
年
十
二
月
転
置

（
晦
野
全
成
力
）

（
花
押
）

〈
釈
文
〉

下
す
　
中
野
戸
内
西
条

且
有
レ
限

　
定
め
遣
わ
す
下
司
職
の
事

　
　
　
藤
原
助
弘

右
の
人
を
以
っ
て
、
下
司
の
職
と
し
て
、
郷
内
雑
事
を
執
行
せ
し
む
べ
き
の
状
、

件
の
如
し
、
か
つ
が
つ
限
り
あ
る
鎌
倉
殿
の
御
下
文
に
、
敢
え
て
違
失
す
べ
か

ら
ざ
れ
、
故
に
下
す
。

　
　
寿
永
二
年
十
二
月
七
日

（
花
押
）

〈
語
註
〉

藤
原
助
弘
　
こ
こ
で
初
め
て
、
助
弘
（
資
弘
）
が
藤
原
姓
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

　
か
る
。
助
弘
の
名
は
『
尊
卑
分
脈
』
等
の
現
存
す
る
藤
原
氏
関
係
系
図
に
は

　
所
見
が
な
い
。
中
野
郷
と
関
係
の
深
い
中
野
上
牧
が
秀
郷
流
藤
原
氏
の
所
領

　
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
『
山
内
首
藤
家
文
書
』
所
収
の
同
氏
系
図
な
ど
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
助
）
　
　
（
助
×
道
）

　
と
、
同
じ
く
秀
郷
流
藤
原
氏
に
平
安
末
期
頃
、
資
清
－
忍
事
…
通
広
の
流
れ

　
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
郷
道
哲
章
氏
は
こ
の
系
譜
に
つ
な
が
る
入
物
で
あ
ろ
う

　
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
『
中
野
郷
と
中
野
一
族
1
．
市
河
文
欝
の
研
究
三
i
」
『
儒

　
濃
』
四
ニ
ノ
一
一
）
。
ま
た
同
氏
に
よ
れ
ぽ
、
中
野
郷
西
条
を
伝
領
し
た
能

　
成
と
こ
の
助
弘
は
、
名
乗
り
の
点
な
ど
か
ら
親
子
関
係
と
は
み
な
し
が
た
い

　
と
い
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
六
号
文
書
の
註
も
参
照
。

有
限
　
か
ぎ
り
あ
る
。
「
一
定
の
砿
と
い
う
原
義
か
ら
転
じ
て
、
「
お
そ
れ
お
お

　
い
」
「
も
っ
た
い
な
い
」
「
大
切
な
」
な
ど
の
意
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

故
下
　
こ
と
さ
ら
に
く
だ
す
。
公
式
様
文
様
文
書
の
移
の
書
き
止
め
に
「
故

　
移
」
と
あ
り
、
こ
の
「
故
」
も
そ
の
系
譜
を
引
く
用
例
ら
し
い
が
、

　
も
っ
て
く
だ
す

　
「
以
下
」
と
は
と
く
に
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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鎌
倉
殿
　
源
頼
朝
の
こ
と
。
こ
の
文
言
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
文
書
が
頼
朝

　
の
意
を
受
け
て
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
あ
る
い
は
感
状
に
あ
た
る
も
の

　
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

あ
く
せ
ん
し
　
悪
禅
師
。
「
悪
」
は
悪
源
太
義
平
、
悪
七
兵
衛
（
平
景
清
）
の

　
類
と
同
じ
よ
う
に
、
剛
気
で
荒
々
し
い
気
性
の
持
ち
主
の
意
。
「
禅
師
」
に

　
は
種
々
の
用
例
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
貴
種
出
身
の
僧
侶
の
意
か
。
こ
の
時

　
期
に
鎌
倉
政
権
に
連
な
る
人
物
で
「
悪
禅
師
」
に
比
定
で
き
る
の
は
、
付
箋

　
の
筆
者
も
指
摘
す
る
よ
う
に
頼
朝
の
弟
で
、
醍
醐
禅
師
と
通
称
さ
れ
た
阿
野

　
全
成
し
か
な
い
。
土
成
の
文
書
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
は
本
号
と
次
号
の
市
河

　
文
書
中
の
二
通
の
み
な
の
で
、
花
押
に
つ
い
て
は
確
証
が
な
い
が
、
中
野
能

　
成
の
花
押
を
有
す
る
端
裏
書
に
「
あ
く
せ
ん
し
殿
」
と
あ
る
以
上
、
こ
こ
で

　
は
本
文
書
を
一
応
、
全
書
を
差
出
人
と
す
る
文
書
と
し
て
お
く
。
全
成
に
つ

　
い
て
は
補
註
で
欝
及
。

〈
補
註
〉

阿
野
風
成
の
生
涯
　
全
土
（
　
一
五
三
～
一
二
〇
三
）
は
幼
名
今
若
。
源
義
朝

　
の
六
男
で
、
母
は
義
経
ら
と
同
じ
常
盤
。
平
治
の
乱
で
義
朝
が
敗
死
後
、
醍

　
醐
寺
に
入
寺
さ
せ
ら
れ
て
出
家
し
た
。
治
承
認
否
（
一
一
八
○
）
八
月
、
兄

　
頼
朝
の
挙
兵
を
知
っ
て
箱
根
に
至
っ
た
が
、
渋
谷
重
国
ら
に
保
護
さ
れ
、
同

　
年
十
月
下
総
国
鷺
沼
（
現
千
葉
県
習
志
野
市
）
の
宿
に
、
石
橋
山
合
戦
で
敗

　
北
後
の
頼
朝
を
訪
れ
て
感
激
さ
せ
た
と
『
吾
妻
鏡
』
に
あ
る
（
以
下
、
特
記

　
な
き
場
合
は
『
吾
妻
鏡
』
が
典
拠
）
。
こ
の
後
、
頼
朝
の
計
い
で
武
蔵
国
長

　
尾
寺
に
住
持
し
、
た
び
た
び
戦
勝
の
た
め
の
工
専
を
行
っ
て
い
る
。
長
尾
寺

　
は
正
し
く
は
長
尾
山
威
光
寺
と
い
い
、
川
崎
市
多
摩
区
長
尾
に
あ
る
天
台
宗

豊
楽
寺
が
そ
の
後
身
で
あ
る
こ
と
が
、
近
年
同
盟
本
尊
薬
師
如
来
像
の
脇
倦
、

日
光
菩
薩
像
胎
内
銘
か
ら
判
明
し
た
（
三
輪
修
三
『
多
摩
川
…
境
界
の
風
暴
富

な
ど
に
よ
る
）
。
こ
の
間
、
北
条
時
政
の
女
、
阿
波
周
を
磨
り
、
子
と
し
て

は
時
元
（
『
尊
卑
分
脈
』
で
は
隆
元
に
作
る
）
・
頼
全
・
道
暁
な
ど
数
子
が
知

ら
れ
る
。
ま
た
、
所
領
と
し
て
は
名
字
の
地
で
あ
る
駿
河
国
阿
野
（
安
野
と

も
）
郡
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
律
令
帯
下
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
郡
名
で
、
郷

と
岡
義
に
用
い
ら
れ
た
ら
し
く
、
室
町
期
の
阿
野
荘
に
当
た
る
と
い
わ
れ
る
。

本
来
の
駿
河
郡
に
含
ま
れ
、
現
在
の
静
岡
県
沼
津
市
か
ら
富
士
市
に
か
け
て

の
地
域
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
2
2
静
岡
県
』
）
。
建

仁
三
年
（
　
二
〇
三
）
五
月
、
全
成
は
謀
叛
の
曝
に
よ
り
武
田
信
光
に
捕
え

ら
れ
、
常
陸
国
に
配
流
さ
れ
た
あ
と
、
同
年
六
月
八
田
知
家
に
よ
っ
て
下
野

国
で
諜
せ
ら
れ
た
。
つ
づ
い
て
子
の
頼
全
も
京
都
で
殺
害
さ
れ
た
。
謀
叛
の

真
偽
は
不
明
だ
が
、
妻
の
阿
波
局
が
千
幡
（
実
朝
）
の
乳
母
で
あ
っ
た
関
係

か
ら
、
頼
家
を
中
心
と
す
る
反
北
条
氏
側
の
陰
謀
の
可
能
性
も
あ
り
、
三
ケ

月
後
の
比
企
氏
事
件
の
伏
線
と
な
っ
た
事
件
と
み
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。

　
買
置
の
一
子
時
元
が
こ
の
事
件
の
あ
と
も
本
領
を
安
堵
さ
れ
て
、
”
阿
野

冠
者
”
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
も
、
全
量
が
妻
の
父
で
あ
る
北
条
蒔
政
寄
り

の
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
れ
ば
納
得
が
い
く
。
名
乗
り
の
一
字
に
「
時
」
を

用
い
て
い
る
こ
と
も
、
北
条
氏
と
の
密
接
さ
を
示
す
証
左
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
時
元
も
承
久
元
年
（
＝
一
一
九
）
二
月
に
領
内
に
城
郭
を
構
え
て
兵
を

挙
げ
た
。
こ
の
時
、
鎌
倉
に
は
「
申
二
賜
　
宣
旨
ハ
可
レ
幽
閉
領
東
國
｝
之
由
、

相
企
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
同
年
二
月
二
十
二
日
、
鎌
倉
か
ら
差
し
向
け

ら
れ
た
金
窪
行
親
以
下
の
御
家
人
に
よ
り
、
安
野
次
郎
、
同
三
郎
入
道
な
ど

の
伴
類
は
悉
く
敗
北
し
、
蒔
元
も
翌
日
自
害
し
た
。
こ
の
事
件
の
真
相
も
不

七
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明
の
部
分
が
多
い
が
、
朝
廷
側
か
ら
扇
動
さ
れ
た
と
す
れ
ぽ
、
承
久
の
乱
の

前
哨
戦
と
し
て
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
と
評
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
三
代
将
軍
実
朝
が
こ
の
年
の
正
月
二
十
七
日
に
暗
殺
さ
れ
て
い

た
か
ら
、
源
氏
の
嫡
流
で
主
だ
っ
た
者
は
、
こ
の
事
件
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
滅

び
去
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
二
八
九
～
九
〇
頁
、

　
三
頁
、
『
平
安
遺
文
』
四
～
二
〇
号

　
　
　
ω
　
阿
野
全
成
下
文

（
端
獲
書
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
野
能
成
）

「
・
れ
ハ
あ
く
芝
し
殿
の
白
蔓
（
花
押
）
し

下
信
濃
國
志
久
見
山

　
定
二
補
地
主
職
一
事

　
　
藤
原
助
筆

　
（
マ
マ
）

右
人
以
、
為
二
地
主
職
い
可
レ
致
沙
汰
一
之
状
、

沖
田
以
下
、

　
（
一
一
八
四
）

　
　
壽
永
三
年
三
月
六
日

（
阿
野
全
成
力
）

（
花
押
）

〈
釈
文
〉

下
す
　
信
濃
国
管
久
見
山

　
定
め
補
す
地
主
職
の
事

　
　
藤
原
助
広

『
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻

所
レ
仰
如
レ
件
、
敢
不
レ
可
こ
違

右
の
人
を
以
っ
て
、
地
主
職
と
し
て
、

如
し
、
敢
え
て
違
失
す
べ
か
ら
ざ
れ
、

　
　
寿
永
三
年
三
月
六
日

（
花
押
）

沙
汰
致
す
べ
き
の
状
、

以
っ
て
下
す

齢
す
る
所
件
の

〈
語
註
〉

志
久
見
山
　
の
ち
に
は
志
久
見
郷
と
見
え
る
も
の
。
従
っ
て
、
単
な
る
山
の
名

　
称
で
は
な
く
、
こ
の
場
合
の
「
山
」
は
荘
・
郷
・
保
・
浦
な
ど
と
同
格
の
、

　
所
領
単
位
の
一
つ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
志
久
西
郷
は
も
と
も
と
山
を
主
た

　
る
対
象
と
し
た
所
領
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
領
域
は
ほ
ぼ
現
在
の
下
高
井
郡

　
野
沢
温
泉
村
と
下
水
内
郡
栄
村
に
当
た
る
。
「
山
」
所
領
は
、
信
濃
国
で
は
、

　
他
に
具
体
例
を
確
認
で
き
な
い
が
、
阿
波
国
に
多
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て

　
い
る
（
補
註
参
照
）
。

地
主
　
こ
こ
で
は
荘
園
公
領
制
下
に
お
け
る
私
的
土
地
所
有
者
の
こ
と
だ
が
、

　
そ
の
実
態
は
時
代
的
変
遷
に
よ
り
、
ほ
ぼ
二
つ
に
分
類
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

　
①
は
十
～
十
一
世
紀
に
名
の
年
貢
請
負
人
で
あ
っ
た
田
堵
が
、
占
有
権
を
世

　
襲
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私
有
権
を
確
立
し
、
地
主
と
称
さ
れ
た
も
の
。
こ

　
の
場
合
、
地
主
の
権
利
は
作
手
で
あ
り
、
加
地
子
得
分
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
②
つ
づ
い
て
、
十
一
世
紀
中
頃
か
ら
山
野
を
開
発
し
、
土
地
を
私
有
す
る
開

　
発
領
主
が
出
現
す
る
と
、
こ
れ
も
地
主
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
開

　
発
領
主
は
国
司
な
ど
の
介
入
を
排
除
す
る
た
め
、
中
央
権
門
勢
家
に
私
領
を

　
寄
進
し
、
荘
園
領
主
か
ら
下
司
職
に
補
荏
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
質
的

　
な
土
地
所
有
権
を
確
保
す
る
方
策
を
と
っ
た
。
こ
の
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ

　
る
の
は
、
源
（
新
田
）
義
重
を
上
野
国
新
田
荘
下
司
職
に
補
任
し
た
、
正
木
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文
書
の
保
元
二
年
（
＝
五
七
）
三
月
八
日
左
衛
門
督
家
政
所
下
文
（
『
平

　
安
遺
文
』
二
八
七
五
号
）
に
「
依
為
二
地
主
一
嵩
二
二
下
司
職
一
」
と
あ
る
も
の

　
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
地
主
職
は
下
司
職
と
ほ
ぼ
同
｝
の
権
限
内
容
を
指
す

　
に
至
る
が
、
本
文
書
の
地
主
職
も
こ
の
段
階
の
用
例
に
該
当
す
る
も
の
と
言

　
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
以
上
は
主
と
し
て
『
国
史
大
辞
典
』
第
七
巻
、

　
「
地
主
職
」
の
項
（
棚
橋
光
男
氏
執
筆
）
に
依
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

助
広
　
資
弘
・
助
弘
に
同
じ

く
補
註
〉

阿
波
国
の
山
所
領
　
橿
家
清
司
「
阿
波
国
中
世
所
領
研
究
ノ
ー
ト
し
（
『
四
国
中

　
世
史
研
究
』
創
刊
号
）
に
よ
る
と
、
阿
波
国
の
中
世
的
所
領
の
中
で
特
徴
的

　
な
の
が
「
山
」
所
領
で
、
史
料
上
に
所
見
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
も
、
種
野
山

　
（
麻
殖
郡
）
・
大
粟
山
（
名
西
郡
）
な
ど
八
ヶ
所
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
属

　
性
と
し
て
は
、
平
安
時
代
末
期
ま
で
は
確
実
に
遡
り
う
る
所
領
で
、
本
来
は

　
い
ず
れ
も
国
衙
領
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
点
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
「
山
」

　
所
領
の
形
成
さ
れ
る
前
提
と
し
て
、
商
品
経
済
の
一
定
の
進
展
を
背
景
と
す

　
る
山
野
の
用
益
の
活
発
化
、
具
体
的
に
は
国
衙
が
林
業
生
産
を
掌
握
す
る
必

　
要
性
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
志
久
見
山
（
郷
）
の
場
合
も
、

　
平
安
末
期
に
成
立
し
た
国
衙
領
で
あ
っ
た
点
は
共
通
す
る
が
、
材
木
を
年
貢

　
と
し
て
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
は
の
ち
の
ち
ま
で
見
当
ら
な
い
。
む

　
し
ろ
、
鷹
の
飼
育
が
そ
こ
で
の
重
要
な
生
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と

　
が
、
　
　
六
号
文
書
な
ど
か
ら
わ
か
る
。

『
信
濃
史
料
駈
第
三
巻
三
五
七
～
八
頁
、
『
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
四

頁
、
『
平
安
遺
文
』
四
～
四
三
号

　
　
　
㈲
　
将
軍
家
輔
頼
政
所
下
文

（
付
箋
）

「
こ
大
し
ゃ
う
と
の
》
卿
下
文
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樒
）

将
軍
家
政
所
下
　
信
濃
國
高
井
郡
内
中
野
西
条
井
湖
山
住
人

　
補
二
任
地
頭
職
一
事

　
　
藤
原
助
廣

右
人
補
一
任
彼
職
騨
之
状
、
所
レ
仰
如
レ
件
、
住
人
宣
二
承
知
議
勿
哺
一
八
失
陥

　
　
（
一
一
九
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
　
建
久
三
年
十
二
月
十
日
出
歯

　
　
　
（
二
階
堂
行
政
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
家
）

令
民
部
少
丞
藤
原
（
花
押
）
　
知
家
事
中
原
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
（
大
江
広
元
）

劉
當
前
因
幡
守
中
原
朝
臣
（
花
押
）

以
下

〈
釈
文
〉

将
軍
家
政
所
下
す
　
信
濃
国
高
井
郡
内
中
野
西
条
井
樒
山
住
人

　
補
任
す
る
地
頭
職
の
事

　
　
藤
原
助
広

右
の
人
を
彼
の
職
に
補
任
す
る
の
状
、
号
す
る
廟
宇
の
如
し
、
住
人
宜
し
く
承

知
す
べ
し
、
違
失
す
る
な
か
れ
、
以
っ
て
下
す
、

　
　
建
久
三
年
十
二
月
十
日
案
主

令
民
部
雄
心
藤
原
（
花
押
）
　
知
家
事
中
原
（
花
押
）

別
当
前
因
幡
守
中
原
朝
臣
（
花
押
）

減
　
〈
翻
刻
〉

〈
語
註
〉

九
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政
所
　
令
制
で
は
親
王
四
品
以
上
お
よ
び
諸
王
・
諸
臣
職
事
三
位
以
上
（
公

　
卿
）
の
者
の
家
に
置
か
れ
た
家
政
…
機
関
。
掴
所
・
問
注
所
と
並
ぶ
鎌
倉
幕
府

　
の
重
要
な
政
務
機
関
と
な
る
政
所
も
、
こ
う
し
た
公
家
の
制
度
に
範
を
と
つ

　
た
も
の
で
、
文
治
元
年
（
＝
八
五
）
源
頼
朝
が
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
る
こ

　
と
に
よ
っ
て
、
前
年
設
置
さ
れ
た
公
文
所
が
正
式
に
政
所
と
呼
ば
れ
る
よ
う

　
に
な
っ
た
。
建
久
元
年
（
＝
九
〇
）
権
大
納
言
・
右
近
衛
大
将
に
補
任
さ

　
れ
て
か
ら
（
両
町
は
す
ぐ
に
辞
退
）
は
、
公
卿
に
な
ら
っ
て
「
醜
態
大
将
家

　
政
所
」
と
称
し
、
つ
い
で
同
年
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
、
「
将
軍
家

　
政
所
」
と
称
し
た
。
こ
の
あ
と
同
六
年
の
上
洛
の
際
に
征
夷
大
将
軍
を
辞
退

　
し
た
ら
し
く
、
同
七
年
か
ら
は
「
前
右
大
将
家
政
所
」
の
称
に
復
し
て
い
る
。

樒
山
　
し
く
み
や
ま
。
志
久
見
山
に
同
じ
。

住
人
　
中
野
西
条
お
よ
び
志
久
見
山
の
住
人
。
住
人
と
は
武
士
・
農
民
を
問
わ

　
ず
、
領
内
の
居
住
者
す
べ
て
を
指
す
語
と
思
わ
れ
る
。
形
式
上
は
住
人
が
宛

　
所
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
地
頭
藤
原
助
広
に
対
す
る
も
の
で
あ
る

　
こ
と
は
、
本
文
書
が
市
河
文
書
の
中
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

　
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の
地
頭
職
補
任
状
は
、
一
般
に
こ
の
よ
う
に
在
地
住
民

　
に
宛
て
下
さ
れ
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
彼
ら
の
前
で
実
際
に
読

　
み
上
げ
ら
れ
た
（
つ
ま
り
、
口
頭
で
伝
達
さ
れ
た
）
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の

　
で
あ
ろ
う
か
。

溺
当
・
令
・
知
家
事
・
案
主
　
い
ず
れ
も
政
所
職
員
の
職
名

こ
大
し
ゃ
う
　
故
大
将
。
「
大
将
」
と
は
征
夷
大
将
軍
の
略
で
は
な
く
、
建
久

　
元
年
に
補
任
さ
れ
た
右
近
衛
大
将
の
こ
と
で
あ
る
。

〈
翻
刻
〉

『
大
日
本
史
料
』
第
四
編
之
四
i
二
〇
七
～
八
頁
、
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻

四
四
〇
～
一
頁
、
『
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
四
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
』
六
瞬

五
号
、
黒
川
高
明
『
源
頼
朝
文
書
の
研
究
史
料
編
』
五
三
号

　
　
　
㈲
　
北
条
時
政
安
堵
状

（
付
笠
）

「
と
う
た
う
み
の
か
う
の
あ
、
御
蒙
う
」

信
濃
國
住
人
中
野
五
郎
、
可
レ
令
レ
安
二
堵
本
所
一
之
状
、

　
　
（
＝
…
○
二
）
　
　
　
　
　
　
　
（
北
条
時
政
）

　
　
建
仁
三
年
九
月
四
日
　
遠
江
守
（
花
押
）

如
レ
件

（
釈
文
）

信
濃
国
住
人
中
野
五
郎
、
本
所
を
安
堵
せ
し
む
べ
き
の
状
、

　
　
建
仁
三
年
九
月
四
日
　
遠
江
守
（
花
押
）

件
の
如
し
、

〈
語
言
V

中
野
五
郎
　
藤
原
能
成
の
こ
と
。
助
広
の
所
領
を
継
承
し
た
が
、
名
乗
り
の
点

　
な
ど
か
ら
助
広
と
親
子
関
係
に
は
な
く
、
秀
郷
流
藤
原
氏
の
佐
藤
氏
の
出
で
、

　
助
広
の
娘
婿
も
し
く
は
養
子
と
の
説
も
提
起
さ
れ
て
い
る
（
学
道
哲
章
氏
の

　
前
掲
論
文
「
中
野
郷
と
中
野
一
族
」
参
照
）
。
能
成
に
つ
い
て
は
、
文
治
五

　
年
（
＝
八
九
）
の
頼
朝
の
奥
州
追
討
に
従
軍
し
た
の
を
初
見
と
し
て
、

　
『
吾
妻
鏡
臨
に
し
ぼ
し
ぼ
見
え
、
頼
朝
の
二
度
の
上
洛
に
も
従
い
、
そ
の
死

　
後
は
算
学
の
近
衆
と
し
て
仕
え
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
同
書
建
仁
三
年

　
九
月
四
日
条
に
よ
る
と
、
能
成
は
比
企
能
員
の
与
党
と
の
理
由
で
時
政
に
拘

　
禁
さ
れ
た
と
あ
り
、
同
一
の
日
付
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
文
書
の
内
容
と
は
食

　
い
違
う
た
め
、
比
企
氏
事
件
の
真
相
や
そ
こ
で
の
能
成
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て

0
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は
、
偽
文
書
論
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
種
々
議
論
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

　
は
補
註
参
照
。

本
所
　
こ
こ
で
は
本
領
の
意
。

遠
江
守
　
北
条
時
政
。
時
政
が
従
五
位
下
摺
江
守
に
任
官
し
た
の
は
正
治
二
年

　
（
＝
一
〇
〇
）
置
月
。
本
文
書
に
時
政
の
単
署
が
あ
る
の
は
、
建
仁
三
年

号
（
一
二
〇
三
）
九
月
に
比
企
能
員
を
誘
殺
す
る
と
共
に
、
将
軍
頼
家
を
廃
し

　
て
実
朝
を
跡
継
ぎ
に
据
え
、
自
ら
は
政
所
別
当
と
し
て
幕
府
の
実
権
を
掌
握

　
し
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
同
年
九
月
以
降
、
諸
国
御
家
人
の
所
領
安
堵

　
を
内
容
と
し
た
、
時
政
単
署
に
よ
る
下
文
が
多
数
発
給
さ
れ
て
伝
来
し
て
い

　
る
が
、
本
号
以
下
四
通
の
文
書
も
こ
れ
に
該
当
す
る
。

〈
補
註
〉

比
企
氏
事
件
と
申
野
能
成
の
立
場
　
比
企
氏
事
件
と
は
、
建
仁
三
年
（
＝
一
〇

　
三
）
九
月
二
日
、
幕
府
の
重
臣
比
企
能
員
が
北
条
時
政
の
名
越
亭
で
誘
殺
さ

　
れ
、
あ
わ
せ
て
諸
家
の
子
一
宮
と
比
企
一
族
が
滅
ぼ
さ
れ
た
事
件
。
直
接
の

　
契
機
は
将
軍
離
家
が
危
篤
に
陥
っ
た
同
年
八
月
、
時
政
が
関
東
二
十
八
ケ
国

　
の
地
頭
職
と
B
本
国
総
守
護
職
を
｛
幡
に
、
関
西
三
十
八
ケ
国
の
地
頭
職
を

　
頼
家
の
弟
千
幡
（
実
朝
）
に
譲
与
す
る
と
い
う
案
を
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、

　
不
満
を
持
っ
た
能
員
が
圓
復
後
の
頼
家
と
蒔
政
追
討
の
謀
議
を
し
た
こ
と
に

　
あ
っ
た
（
『
吾
妻
鏡
』
）
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
背
景
に
は
、
能
員
が
頼
家

　
の
乳
母
夫
で
、
か
つ
娘
の
若
狭
局
を
頼
家
の
妻
と
し
て
一
鞭
を
生
ん
で
い
る

　
こ
と
か
ら
、
外
戚
と
し
て
の
権
勢
が
北
条
氏
を
凌
ぐ
ま
で
に
な
っ
て
、
そ
れ

　
に
対
す
る
時
政
の
危
…
機
感
が
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ

　
の
事
件
の
あ
之
、
画
家
は
将
軍
を
廃
さ
れ
、
伊
豆
修
禅
寺
に
幽
閉
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
吾
妻
鏡
』
九
月
四
曝
条
に
は
、
こ
の
事
件
の
関
係
者
の
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
経
）
　
　
　
　
　
　
（
能
成
）

罰
記
事
が
「
被
レ
召
二
禁
小
笠
原
弥
太
郎
・
中
野
五
郎
・
細
野
兵
衛
尉
等
｝
、

比
輩
涛
工
外
祖
之
威
ハ
田
来
、
与
二
能
員
一
成
二
骨
肉
平
帯
ハ
去
二
日
合
戦
之
際
、

相
二
階
廷
尉
子
息
等
一
之
江
也
、
嶋
津
左
衛
門
尉
忠
久
、
被
レ
収
二
公
大
隅
薩
摩

日
向
等
国
守
護
職
ハ
是
黒
影
二
能
員
縁
坐
甲
子
」
と
見
え
る
。
小
笠
原
長
経
・

中
野
能
成
・
細
野
兵
衛
尉
の
三
人
は
、
能
員
の
子
息
と
共
に
二
四
の
合
戦
で

能
員
と
行
動
を
共
に
し
た
と
い
う
理
由
で
拘
禁
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る

（
ち
な
み
に
、
島
津
忠
久
に
つ
い
て
は
、
母
親
の
丹
後
薬
玉
が
能
員
の
義
姉

で
あ
っ
た
こ
と
が
『
吉
見
系
図
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
た
め
の

連
坐
ら
し
い
）
。
こ
の
能
成
へ
の
処
罰
が
市
河
文
書
の
本
号
文
書
の
内
容
、

つ
ま
り
所
領
安
堵
と
は
相
容
れ
な
い
と
い
う
の
で
、
石
井
進
氏
に
よ
っ
て
ス

パ
イ
説
が
出
さ
れ
た
（
中
央
公
論
社
版
『
日
本
の
歴
史
7
鎌
倉
幕
府
臨
）
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
湯
本
軍
～
「
比
企
事
件
と
中
野
五
郎
能
成
」
（
『
高
井
』
創
刊

号
）
に
よ
る
批
判
的
な
見
解
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
近
年
、
郷
道
哲
章
氏
に
よ

り
偽
文
書
説
も
唱
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
（
『
長
野
県
史
通
史
編
』
第
二
巻
、

第
三
章
第
三
節
、
お
よ
び
同
氏
「
宿
河
文
書
の
研
究
一
平
安
末
～
鎌
倉
期
の
花
揮
と

そ
の
周
辺
」
『
信
濃
』
三
九
ノ
一
一
）
。
郷
道
氏
に
よ
れ
ぽ
、
本
号
文
書
と
次
号

の
建
仁
三
年
九
月
廿
三
日
の
関
東
下
知
状
の
二
通
の
花
押
が
、
他
の
時
政
文

書
の
そ
れ
と
比
較
し
て
筆
の
運
び
に
相
違
が
あ
り
、
か
つ
、
こ
の
二
通
の
文

書
を
除
外
す
れ
ぽ
、
残
り
の
二
通
の
下
知
状
の
内
容
は
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事

と
矛
盾
が
な
く
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
偽
文
書
を
作
成
す
る
に

は
そ
れ
な
り
の
効
用
や
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
二
通
を
敢
え
て
偽

作
す
る
だ
け
の
意
義
は
必
ず
し
も
見
出
し
が
た
い
。
ま
た
、
時
政
の
花
押
は

他
の
残
存
例
か
ら
す
る
と
、
年
に
よ
っ
て
か
な
り
形
状
に
変
化
の
あ
る
こ
と

二
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や
、
市
河
文
書
中
に
は
花
押
ま
で
影
写
し
た
と
み
ら
れ
る
後
世
の
写
し
の
文

書
が
何
点
か
認
め
ら
れ
る
（
実
は
後
述
の
よ
う
に
、
七
号
文
書
も
そ
の
可
能

性
が
高
い
）
こ
と
か
ら
、
花
押
の
点
の
み
か
ら
安
易
に
偽
文
書
と
み
な
す
こ

と
は
麟
躇
さ
れ
る
。

　
そ
れ
よ
り
も
、
四
通
の
時
政
発
給
文
書
は
能
成
が
時
政
に
内
通
し
た
と
い

う
立
場
に
立
て
ば
、
い
ず
れ
も
す
っ
き
り
解
釈
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
ま
ず
本
号
文
書
だ
が
、
こ
れ
は
以
下
の
一
　
通
と
は
異
な
っ
て

将
軍
の
仰
せ
を
取
り
つ
い
だ
形
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
（
つ
ま
り
関
東
下
知
状

で
は
な
く
）
、
私
的
な
文
書
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
も
緊
急
を
要
し
て

出
さ
れ
た
メ
モ
的
な
文
面
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
料
紙
が
通
常
の
半
分
の

大
き
さ
と
い
う
異
例
さ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
能
成
は
能
員

の
子
息
ら
と
共
に
頼
家
の
側
近
に
仕
え
て
い
た
以
上
、
公
的
に
は
断
罪
を
免

れ
な
い
が
、
時
政
と
し
て
は
北
条
氏
側
に
内
々
加
担
し
て
く
れ
た
恩
義
に
報

い
よ
う
と
す
る
意
志
（
こ
れ
は
次
号
文
書
の
内
容
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
結

局
は
生
活
の
糧
と
し
て
、
旧
領
か
ら
の
得
分
取
得
だ
け
を
認
め
る
こ
と
に
落

ち
つ
い
た
よ
う
で
あ
る
）
を
伝
え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
が
本
文
書
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
吾
妻
鏡
』
の
記
事
（
お
そ
ら
く
、
こ

れ
も
何
ら
か
の
文
書
が
典
拠
と
思
わ
れ
る
）
と
同
一
の
日
付
で
あ
る
こ
と
の

意
義
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
問
題
は
次
の
七
号
文
書
だ
が
、
車
道
氏
は
こ
れ
を

「
志
久
見
郷
地
頭
職
を
安
堵
し
た
」
も
の
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
と

の
語
々
で
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
内
容
は
「
華
甲
の
非
法
に
加
つ
た

以
上
、
本
来
の
地
頭
の
権
限
を
安
堵
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
頭
職
に

伴
な
う
収
入
だ
け
は
取
得
す
る
こ
と
は
許
し
て
や
ろ
う
。
従
っ
て
安
堵
さ
れ

た
の
と
同
じ
気
持
ち
で
将
軍
に
忠
を
尽
せ
」
と
書
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
将
軍

の
仰
せ
を
受
け
た
関
東
下
知
状
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
公
的
に
は

連
坐
を
免
れ
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
能
成
が
正
式
に
志

久
豊
郷
の
地
頭
職
を
還
補
さ
れ
る
の
は
、
十
一
号
文
書
の
貞
応
三
年
十
一
月

十
一
日
関
東
下
知
状
だ
が
、
こ
れ
と
七
号
文
書
と
は
性
格
が
異
な
り
、
楮
互

に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
雷
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
八
、
九
号
文
書
は

中
野
郷
内
の
屋
敷
や
名
田
・
内
作
の
一
部
を
返
還
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も

中
野
郷
西
条
地
頭
職
の
全
面
的
還
付
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
能
成
は

お
そ
ら
く
、
こ
の
間
に
配
流
も
し
く
は
蟄
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
『
吾
妻
鏡
』
に
能
成
の
こ
と
が
貞
応
元
年
（
～
二
二
二
）

十
二
月
ま
で
所
見
が
な
い
の
も
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
な
お
、
京
都
側
の
史
料
で
あ
る
『
明
月
記
』
や
『
猪
隈
関
白
記
』
の
九
月

七
田
鰻
に
よ
る
と
、
す
で
に
九
月
一
日
に
幕
府
が
重
病
の
頼
家
が
没
し
た
と

朝
廷
に
報
告
し
た
と
あ
り
、
そ
の
時
の
争
い
で
一
幡
と
比
企
氏
が
滅
亡
し
た

と
い
う
風
聞
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
北
条
氏
が
か
な
り
早
い

段
階
か
ら
比
企
氏
打
倒
の
計
画
を
練
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
肝
心
の
中
野
氏
と
北
条
氏
の
関
係
だ
が
、
『
吾
妻
鏡
』
建
仁
元
年
九

月
廿
二
日
、
同
十
月
二
日
掛
に
は
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
事
が
あ
る
。
そ

れ
は
頼
家
が
蹴
鞠
に
ふ
け
っ
て
政
務
を
怠
る
の
で
、
北
条
泰
時
が
密
々
能
成

と
会
っ
て
諌
雪
筒
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
能
成
も
そ
の
通
り
だ
と

納
得
し
て
諌
雷
し
た
が
、
か
え
っ
て
頼
家
の
不
興
を
蒙
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
非
家
の
専
恣
な
行
動
に
は
、
能
成
自
身
も
手
を
焼
い
て
い
た
こ
と
を
示

唆
す
る
逸
話
で
あ
り
、
北
条
氏
側
と
気
脈
を
通
じ
て
い
た
と
し
て
も
、
さ
し

て
異
と
す
る
に
は
当
ら
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

三
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〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
』
第
三
巻
五
〇
〇
頁
、

　
『
鎌
倉
遺
文
』
　
｝
三
七
八
号

『
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
斗
頁
、

　
　
　
ω
　
関
東
下
知
状
（
写
か
）

信
濃
國
春
近
領
志
久
見
郷
地
頭
職
事

　
藤
原
能
成

右
芸
人
、
如
レ
本
可
レ
為
二
彼
職
ハ
抑
依
哺
能
員
非
法
ハ
難
二
安
堵
一
之
由
依
二
聞
食
ハ

於
二
得
分
一
着
所
レ
被
レ
免
也
、
点
者
成
二
安
堵
愚
拙
可
レ
致
二
宮
仕
忠
一
之
状
、
依
二

　
（
殿
脱
）

鎌
倉
悌
ハ
下
知
如
レ
件

　
　
（
一
一
…
〇
三
）

　
　
建
仁
三
年
九
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
押
影
か
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶
遅
江
守
平
　
（
畔
引
血
押
）

（
付
箋
）「
と
う
た
譲
雰
筋
冠
鶴
震
」

〈
釈
文
〉

信
濃
国
春
一
領
志
久
見
郷
地
頭
職
の
事

　
藤
原
能
成

右
四
の
人
、
本
の
如
く
彼
の
職
た
る
べ
し
、
そ
も
そ
も
三
三
の
非
法
に
依
り
、

安
堵
し
が
た
き
の
旧
き
こ
し
め
す
に
依
っ
て
、
得
分
に
お
い
て
は
免
ぜ
ら
る
る

所
な
り
、
然
れ
ば
安
堵
の
思
い
を
成
し
、
官
仕
の
忠
を
致
す
べ
き
の
状
、
鎌
倉

（
殿
）
の
檸
せ
に
依
っ
て
、
下
知
件
の
如
し
、

　
　
建
仁
三
年
九
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨
爆
江
｛
寸
平
　
（
紳
化
押
）

〈
語
註
〉

春
近
領
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
郷
土
史
家
の
聞
で
も
論
争
が
あ
っ
て
、

　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
が
唱
え
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
稲
垣
泰
彦
氏
に

　
よ
る
研
究
（
「
春
近
領
に
つ
い
て
」
『
一
志
茂
樹
博
士
喜
寿
記
念
論
集
』
所
載
、

　
の
ち
同
氏
著
『
日
本
中
世
社
会
史
論
』
所
収
）
に
よ
っ
て
大
き
く
前
進
し
、

　
ほ
ぼ
氏
の
説
が
定
説
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
ま
ず
「
春
野
」
は
仮

　
名
で
あ
り
、
平
安
末
期
の
あ
る
時
期
に
禁
裏
御
平
料
を
調
達
す
る
た
め
に
、

　
一
定
の
国
々
か
ら
国
衙
領
や
在
庁
名
を
「
便
補
の
郷
」
と
し
て
充
て
る
こ
と

　
に
よ
っ
て
成
立
し
た
大
所
領
（
公
領
）
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代

　
に
関
東
御
領
と
な
っ
て
い
た
と
の
指
摘
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
な

　
気
も
す
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
点
は
ほ
ぼ
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
信
濃

　
以
外
で
春
近
領
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
越
前
・
近
江
・
美
濃

　
・
上
野
の
瞬
ケ
国
で
、
東
山
道
に
集
中
し
て
い
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、

　
信
濃
の
春
近
領
は
①
近
府
春
近
②
伊
那
春
近
③
奥
春
近
の
三
グ
ル
ー
プ
か
ら

　
成
っ
て
い
た
こ
と
が
、
市
河
文
書
の
正
安
二
年
十
｝
二
八
曝
関
東
下
知
状
に

　
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
①
に
は
餌
那
郡
の
小
井
盈
二
吉
・
赤
須
・
名
子
・
飯
島

　
・
片
切
・
田
島
の
各
郷
、
②
に
は
筑
摩
郡
の
塩
尻
・
小
池
・
島
立
・
二
子
の

　
各
郷
と
新
村
南
郷
、
お
よ
び
安
曇
郡
の
大
回
南
方
、
③
に
は
高
井
郡
の
志
久

　
見
郷
の
ほ
か
埴
科
郡
の
舟
山
郷
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

能
員
非
法
　
い
わ
ゆ
る
比
企
氏
事
件
で
、
能
成
が
表
向
き
は
比
企
氏
の
側
で
行

　
動
し
た
こ
と
を
指
す
。

聞
食
き
こ
し
め
す
。
「
聞
こ
し
召
す
し
は
通
例
「
聞
く
篇
「
聞
き
入
れ
る
し

　
「
飲
む
」
「
食
う
」
「
治
め
る
」
「
行
な
う
」
な
ど
の
尊
敬
語
。
こ
こ
で
は
鎌
倉

ヨ
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殿
（
将
軍
）
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
難
二
安
堵
一
之
由
依
二
聞
召
一
」

　
で
「
安
堵
で
き
な
い
と
の
お
気
持
ち
な
の
で
」
と
い
っ
た
ほ
ど
の
意
か
。

得
分
　
原
義
は
財
産
譲
渡
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
際
の
「
自
分
の
取
り
分
」
の
こ

　
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
本
来
の
地
頭
職
に
見
合
う
だ
け
の
収
入
の
意
か
。
本
文

　
書
を
由
緒
正
し
い
文
書
と
す
れ
ば
、
比
企
氏
事
件
に
連
坐
し
た
能
成
に
対
し

　
て
、
本
来
の
地
頭
と
し
て
の
権
限
を
そ
の
ま
ま
安
堵
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
が
、
地
頭
職
に
伴
な
う
収
入
だ
け
は
取
得
す
る
こ
と
を
許
す
の
で
、
安
堵
さ

　
れ
た
の
と
同
じ
思
い
で
、
今
後
と
も
忠
義
を
尽
せ
と
い
う
の
が
文
意
だ
ろ
う
。

鎌
倉
仰
　
本
来
な
ら
ば
「
鎌
倉
殿
宇
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
。
形
式
的
な
文
言

　
と
は
言
え
、
こ
の
よ
う
な
脱
落
は
通
常
で
は
考
え
が
た
い
の
で
、
や
は
り
本

　
文
書
は
少
な
く
と
も
正
文
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
殿
と
は
幕

　
府
の
将
軍
（
こ
こ
で
は
建
仁
三
年
九
月
七
日
に
就
任
し
た
源
実
朝
）
に
対
す

　
る
敬
称
。

み
く
う
し
御
め
ん
　
御
公
事
御
免
。
本
文
の
「
於
二
得
分
一
者
所
レ
被
レ
免
也
」
に

　
該
当
す
る
表
現
。
す
な
わ
ち
、
付
箋
の
筆
者
は
「
得
分
」
を
農
民
が
領
主
に

　
負
担
す
る
雑
公
事
（
つ
ま
り
領
主
の
徴
収
で
き
る
雑
税
）
の
こ
と
と
解
し
て

　
い
る
が
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
実
態
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

※
付
記

　
　
石
川
県
立
図
書
館
所
蔵
『
雑
録
遽
加
』
巻
七
所
収
治
承
五
年
十
一
月
二
十

　
四
日
木
曽
義
仲
下
文
写
の
写
真
掲
載
に
つ
い
て
は
同
館
長
盛
田
義
弘
氏
の
許

可
を
得
た
。
閲
覧
に
際
し
て
多
大
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
た
上
に
、
終
始
有

益
な
御
教
示
を
習
っ
た
同
館
『
加
能
史
料
』
編
さ
ん
室
の
室
山
孝
氏
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
る

　
　
ま
た
、
本
文
書
の
閲
覧
、
写
真
撮
影
は
、
今
年
七
月
、
『
長
野
市
誌
』
編
…

さ
ん
に
関
わ
る
史
料
採
訪
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

採
訪
に
つ
き
格
別
の
御
配
慮
を
い
た
だ
い
た
長
野
市
誌
編
さ
ん
室
長
の
宮
下

　
八
紘
氏
ほ
か
編
さ
ん
室
の
皆
さ
ん
、
お
よ
び
原
始
古
代
中
世
部
会
長
井
原
今

朝
男
氏
に
も
衷
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
八
月
二
八
曝
　
受
理
）

四

〈
翻
刻
〉

　
『
信
濃
史
料
臨
第
三
巻
五
〇
一
～
二
頁
、
『
欄
信
濃
史
料
叢
書
』
第
三
巻
四

　
～
五
頁
、
『
鎌
倉
遺
文
鰍
一
三
八
一
号
、


